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先日、梅雨の合間にしては、湿度が低く、気持ちの

いい日曜日に、羽田飛行場が見える公園に自転車仲

間と二人でサイクリングに行ってきました。朝 8 時

に我が家をスタートして一路京葉道路を西に進み、

江東橋を左折して新大橋道路をまた西に進み、隅田

川にかかる新大橋を渡りました。橋の上から見る東

京の景色は、自動車の窓から見る景色と一味も二味

も違います。お宮参りで行かれた方もいるかもしれ

ませんが、有名な水天宮の脇を通り、築地場外から浜

離宮恩賜（おんし）庭園の緑を眺めながら中央区、港

区、品川区、大田区と快適に自転車を進めました。 

大田区の埋め立て地域は公園も多く緑もふんだん

にあり、都内とは思えないほど静かな場所でした。さ

すが夜は人通りが少ない場所だと思いました。運河

をいくつか超えながら今回の目的地である「京浜つ

ばさ公園」に到着しました。ここは運河に面した細長

い公園です。対岸には目の前に飛行機がすごい迫力

で到着する姿が見られます。かなり短い間隔で飛行

機がやってきました。見ていて飽きませんでした。そ

う言えばここ何年も飛行機に乗っていないなとか、

飛行機に乗って早く旅行がしたいなと目の前の飛行

機を見ながら思いました。 

帰路は途中までもと来た道を戻りましたが、隅田

川はレインボーブリッジを自転車で渡りました。実

はこの橋を渡るにはタイヤの下に補助輪を付けて押

して渡ることが義務付けられています。芝浦ふ頭側

から橋の上に出るには専用エレベーターで 7 階まで

上がります。橋げたの高さは 50 メートルもあるそ

うです。当日は薄曇りで遠くまでは見渡せませんで

したが、風が気持ちよく、とても素敵な場所です。長

さは 1.7 キロ、約 30 分でお台場口に到着。ここか

ら自宅に帰りました。往復 60 キロで時間は 6 時間

ほどかかりましたが、自動車では味わえない景色や

風を感じた一日でした。 

私がこの年（74 歳）になっても自転車に乗ってい

るわけは、自転車が好きになったこと。行動範囲がと

ても広くなること。坂道を登るのはつらいけど下り

はとても楽なこと。走っていると無になれること。自

分のペースで走れること。そして、若い人たちに人生

いくつになっても楽しみを見つけることができるこ

とを少しでも感じていただけたらと思っています。 
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新型コロナウイルス感染という長いトンネルの中、法人保育園全園で実施してきた交流運動会も中止が続き、

今できる企画を考える必要を感じ、交流遠足という形で、少しでも保育園同士の交流機会ができるよう企画しま

した。近隣園同士のグループを作り、「子どもと保育士が共にワクワクする体験をする」という目的のもと、子

どもの興味関心を取り入れ、子どもを巻き込んで企画を考え、実施しました。各グループでしっぽ取りや宝探

し、じゃんけん列車等をして遊び、『つなげよう（みんなの）笑顔、（みんなの）未来』の一文字を分担しパネル

に完成させミッションをクリアするため、また他のおひさま保育園との楽しい時間を過ごすうちにいつの間に

か親しい友達になり、笑顔になった子ども達でした。子ども達の興味関心を取り入れ、みんなで 1 つのものを

作り上げる課題を持ち、５歳児としての発達に応じた取り組みができたと思います。リモートでの報告会は、

23 園一同に会し繋がり、交流遠足ができた園は再会に喜び、できていなかった園も遠足に期待を膨らませる準

備となる可能性を含んで終わりました。  

後に担当した職員が集まり、交流遠足で楽しかった場面の画像を提示しながら、研修を行い、当日の子ども達

のワクワクした姿や楽しかった様子を伝えあいました。総評として事務局長からはねぎらいの言葉を頂き、担当

園長から学びの意欲の源にはワクワク体験が重要という話がありました。この交流が今後の活動の中の 1 つと

なり、幼児にとって相応しい体験や経験に繋がっていくことを期待したいと思います。 

おひさま交流遠足担当園長 

 

 

 

交流遠足チーム 

A ﾁｰﾑ：東小岩・西小岩・北小岩 B ﾁｰﾑ：東小松川・松島 C ﾁｰﾑ：松江・松本 D ﾁｰﾑ：鹿骨・西篠崎 E ﾁｰﾑ：新堀・南篠崎 

F ﾁｰﾑ：春江・小松川 G ﾁｰﾑ：北葛西・宇喜田 H ﾁｰﾑ：葛西第二・西葛西 I ﾁｰﾑ：葛西・中葛西 J ﾁｰﾑ：清新・清新第二 

K ﾁｰﾑ：南葛西・新田 

みんなで繋がった交流遠足 

B チームの子どもたち 
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長らく続いているコロナ禍も少しずつ緩和され、園

では感染対策を行いながら、異年齢交流を再開してい

ます。散歩や幼児クラスがホールに集まり一緒に体操

等を始め、遊んだ後に年長である“ひまわり組”に異

年齢児交流日の素敵な名前をみんなで考えてみよう

と提案してみました。初めは自分の好きな果物や物の

名前を挙げる子どもが多く、保育士から「今日の交流

に参加してみてどんな気持ちだった？」と声を掛ける

と、「楽しかった」「うきうきした」「わくわくした」

と自分の言葉で表現してくれました。話合い中で一人

の子から「雨の日も明るい気持ちになれるから“おひ

さまの日”はどう？』という声が上がり「それにしよ

う！」とみんな大賛成！子ども達から名称について意

見が出てきたことにも驚きましたが、“おひさま”と

いう【明るい気持ちになれる】という前向きな意味を

子ども達自身が捉えていることに感心し、子どもの感

性をあらためて大切にしたいと思いました。 

南篠崎おひさま保育園 主任 山田 智美 

 

 

 

園庭の緑が生き生きとし始めた東小岩おひさま保

育園。春が過ぎ、泣き声も落ちついた 1 歳児クラス

では、一人に 1 つ牛乳パックで作った手作りの椅子

があります。その椅子には個人マークがついていて、

並べると一本橋になったり、絵本を乗せて机にしたり、

「これは○○君のマークだね」と自分のマークを覚え

たり、利用の方法は様々です。 

始めは、保育士主導で遊んでいましたが、今では子

ども達が自由に出して遊んでいます。一人の子どもが

椅子を出すと、また一人と椅子を出し、並べ「こっち

だよ」「ここ」等片言の言葉でコミュニケーションを

取りながら並べている姿は微笑ましく、友だちとの関

わりが少しずつ出来てきているように感じます。全て

を並び終えると、その一本橋を歩きや、はいはいで渡

り、渡り方も様々です。最近は、椅子に座り電車ごっ

こをする姿も…。飽きてきた頃を見計らい保育士が片

付け始めると我先にと椅子を持って来てくれあっと

いう間に片付け終了。     

30 ㎝四方の椅子ですが、子ども達にとっては素敵

な遊び道具。これからどんな遊びに発展するのか楽し

みです。 

東小岩おひさま保育園 副主任  荻野 美香 

 

 おひさま TOPICS 
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決算報告 
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本来ならば友だちと会話をし、給食の美味しさを共有し、

楽しい時間になるだろうと思いながら、黙食で食べている子

ども達を見守っている保育士。現在は、子どもの給食の当番

活動も行えません。 

今年、新堀おひさま保育園では食育活動として、ツルの伸

びる野菜、季節の野菜、実のなり方が違う野菜など数種類の

野菜の苗を植えました。子ども達が水やりをし、苗が生長し

て、花が咲き、実がなり、お店で見ているいつもの野菜と繋

がっていきます。自分で育てた野菜に愛着が湧き、苦手な野

菜も食べてみようと少しずつチャレンジする気持ちが出て

きます。また、育てたオクラやパプリカを野菜スタンプにし、

保育活動に取り入れています。保育園には、大型食育カルタがあります。ホールいっぱいに絵札を並べ遊んで

います。日々の保育の中で歌、手遊び、パネルシアター、紙芝居など楽しんでいます。 

お店では、加工した魚の切り身やカットフルーツが店に並ぶなか、食材本来の大きさ、重さ、匂いなどを実

感できる経験を通した食育を行っています。   

新堀おひさま保育園 副園長 鈴木 さゆり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スコップコロッケ～揚げないコロッケ～ 

 
【材料】大人 2 人分 小人 2 人分 

・豚ひき肉 80ｇ 

・玉ねぎ：中 1個 

・人参：中 1/3本 

・じゃがいも：中 3個 

・冷凍コーン：15ｇ 

・★パン粉：15ｇ 

・★油：小さじ 2 

・塩、胡椒：少々 

・油：適量 

・牛乳：大さじ 2 

・みりん：小さじ 1と 1/2 

・パン粉：6ｇ 

・中濃ソース：大さじ 1 

・ケチャップ：大さじ 2 

・砂糖：小さじ「1/2 

・水：大さじ 2 

 

法人給食だより 

【作り方】   

① 玉ねぎ、人参はみじん切りにする。 

② フライパンに★パン粉を入れ、★油を混ぜ合わせ、きつね色がつくまで

焦げないように炒める。 

③ じゃがいもの皮をむいて茹でやすい大きさに切る。鍋に水とひとつま

み塩を入れて柔らかくなるまで煮る。 

④ ③を茹でている間にフライパンに油をひき、玉ねぎ、人参を炒める。玉

ねぎが透明になったら豚ひき肉、塩、胡椒を入れて炒める。 

⑤ 茹で上がったじゃがいもは、お湯を切り水気をなくす。 

⑥ ⑤を熱いうちに潰したら、④のフライパンの具と合わせ、牛乳、みり

ん、パン粉を入れて更によく混ぜ合わせる。 

⑦ ⑥を平たい容器に入れ、②のきつね色のパン粉をかけてできあがり。 

⑧ 鍋に中濃ソース、ケチャップ、砂糖、水を入れ、火にかけてトロミがつ

くまで弱火で煮る。 
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この４月より清

新第二おひさま保

育園から西小岩お

ひさま保育園へ異

動し、約３か月が経

ちました。清新第二

おひさま保育園で

は、“区立保育園”か

ら“おひさま保育園”へと民営化を行うという事

で、保育を引継ぎ、そして、新たにおひさま保育

園として保護者の方々のご理解やご協力をいた

だきながら「子ども達の事を第一に考えた保育」

を保育士中心に 6年行ってきました。大変な事も

多々ありましたが、皆で保育を作り上げてく楽し

さや難しさなど、とても勉強になると共に楽しく、

充実した時間を過ごさせて頂き、皆さまには大変

感謝しております。 

そして、新たに西小岩おひさま保育園では、保

護者の方々が温かく迎え入れて下さり、大変有

難く感じると共に、この西小岩おひさま保育園

の歴史や伝統を守りつつ、自分の培った経験を

活かし「子ども達の事を第一に考えた保育」を進

めてまいりたいと思います。 

今年度、異動した園長先生もきっと同じ気持

ちで保育を進めていると思います。おひさまの

ようにいつも明るく…温かく…そして、全ての

人を見守る園長ばかりですので、どうぞ宜しく

お願いいたします。 

西小岩おひさま保育園園長 神宮 敦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年で 4 回目となる「ひまわりプロジェクト」。おひさま保育園 23 園では、6 月の上旬に種

まきを行い、大切に育てています。「ひまわり」は英語で「Sunflower」と呼ばれています。おひさま保育園にぴ

ったりですね。真夏の太陽の下、大輪のひまわりが咲く日が楽しみです。 

保護者のみなさまの声 

リレー随筆 

息子、娘が通い、早いもので 8 年が経ちました。初めて園を見学した際、緑に囲まれた園舎、優しい先生方に好印象

を持ち、ここにしようと選んだ事を今でも覚えています。4 月から年長になった娘が来年 3 月に卒園、園生活が終わ

る事に嬉しさ半面寂しさを感じつつ、毎日感謝の気持ちいっぱいで娘を預けています。2 歳までは送る際、よく泣い

ていて「ママ～」の声に後ろ髪を引かれる思いで仕事に向かっていましたが、その泣き虫だった娘が最近「ママと保

育園どっちが好き？」と聞くと「どっちも好きだから選べないよ～」と笑顔で答えてくれた事にとても感動しまし

た。毎日長時間園にいて寂しい思いをしているのではと申し訳なさも感じていましたが、園での活動、遊び、先生や

お友達との関わりを通じ保育園大好きの気持ちが生まれ、成長にも繋がり、園に預けた事は良かったんだと実感しま

した。残り少ない園生活ですが、楽しい思い出がたくさん出来ると嬉しいです。また明日から宜しくお願いします。 

                         東小松川おひさま保育園より 

我が家の子ども達が、松島おひさま保育園に通い始めて早 7 年を迎えました。先日、小学生の長女を連れて久しぶり

に園に行くと、園長先生はじめたくさんの先生が「大きくなったね。」「顔が見られて嬉しいよ。」と、声を掛けてくだ

さり、嬉しい気持ちになりました。長女も「保育園時代は楽しかったな。」と、懐かしそうにしていました。子どもの

名前を覚えて、いつも笑顔で声を掛けてくださり、保護者と共に子どもの成長を見守り、寄り添っていただき、とて

も有難く思います。昨今からのコロナ禍により、活動制限のある中、園全体で安全を確保しながら、できる範囲でご

尽力くださっていることに、とても感謝しております。年長の次女は、園生活最後の 1 年となりますが、たくさんの

楽しい思い出を作ってもらいたいと願っております。                 松島おひさま保育園より 


